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１．機関リポジトリとは

機関の所属者による

デジタルな知的生産物を

組織的に収集・保存し

ネットワークを通じて広く公開する

システム



２．機関リポジトリによって

【研究者】

オープンアクセス：研究成果への

無料で自由なオンラインアクセス

→ 学術情報流通の活発化・可視性向上

【大学】

情報発信・社会貢献、学内資料の

効果的なデジタルアーカイブ

→ 学術情報流通活発化への寄与



３．世界の機関リポジトリ：756
(2006年10月26日)
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３．世界の機関リポジトリ

◆ ヨーロッパ 337機関（大学の50%弱）

◆ アメリカ 307機関（大学の10%強)

◆日本 19機関（大学の 3%弱）

システムの開発 → オープンソース



４．日本の動き

 H１４（2002）年 千葉大学附属図書館で取組開始

 H１５（2003）年 国立大学図書館協議会「電子図書館の

新たな潮流」発表

 H１６（2004）年 NIIのIRP（学術機関リポジトリ構築ソフ

トウエア実装実験プロジェクト）による支

援開始

 H１７（2005）年 NIIのCSI（最先端学術情報基盤）事業

により19大学へ開発委託

 H１８（2006）年 NIIによる全国展開と先端的研究開発

：公募による委託大学の選定 57大学

先端的研究テーマの採択 22テーマ



５．慶應の取り組み（１）

【メディアセンター本部】

 H１７（2005）年 デジタル化推進事業承認

CSI事業受託

→ 試作版の構築

KOARA

(KeiO Academic Resource 

Archive) 

 H１８（2006）年 リポジトリ業務の通常業務への

組織化





５．慶應の取り組み（２） 各地区
【三田メディアセンター】

デジタルアーカイブ各種
KOARA (2005～）

：人文社会系の紀要充実，業務ラインの構築

【湘南藤沢メディアセンター】
学位論文検索システム（1997～）
eKAMO System （2003～）

：キャンパス創設以来の散在する情報の一元管理

【理工学メディアセンター 】
学位論文データベース（1997～）
Dspace (2004～）

：試験公開中



【湘南藤沢メディアセンター】

eKAMO ： キャンパス創設以来の散在する情報の一元管理



【理工学メディアセンター 】

Dspace ： 試験公開中



６．統合システムへ

KOARAの拡充

既存システムの展開

各地区の独自性を保ったシステム

研究業績データベースとの連携

→ 単なる寄せ集めしないための

構築方針と運用体制の確立

慶應モデル





７．構築方針：収集コンテンツ

学内で生産され、他では入手困難な物を、世界に発信する

【３つの柱】
１．慶應義塾大学所蔵貴重資料

福澤諭吉著作版本デジタル化 ・ 古医書デジタル化（アナトミア 富士川文庫等） ・

インキュナブラデジタル化 等

２．慶應義塾関連歴史的資料
古写真 ・ 動画（記録映画・講演・講義） ・ 音声資料（講演・講義） ・ 慶應関係文書

３．機関リポジトリ
＜研究コンテンツ＞

紀要/学会誌 ・ COE/科研費報告書 ・ 学術雑誌掲載の著者最終稿 ・

グレードキュメント ・ 修士論文/博士論文

＜教育コンテンツ＞

OCW ・ シラバス ・ 図書館研修教材 ・ 教育コンテンツ用素材



８．運用体制

【業務への組み込み】

今まで図書館で扱っていなかったコンテンツも

図書や雑誌の整理業務と同様に処理する

→  紙＋デジタルの受入，目録（メタデータ作成），配架（搭載）

【出版モデルの改革（電子出版モデル）】

出版社：編集・印刷工程でPDF ＋メタデータを作成

図書館：蓄積と公開

★学術情報の発信の中での図書館の役割の変革
→ 情報発信窓口へ



９．構築方針確立に向けて

１） 研究者の生態のマーケティング

・現在どういう情報収集・発信を行っているか？

・教員が期待するものは何か？

・何を，どう使えたらよいか？

２） コンテンツとなる情報の調査

３） 他部門との連携

４） 効果的な広報手段・戦略

新しいコミュニティーの形成


